
京都府中小企業技術センター中丹技術支援室 

理化学機器等移転業務 仕様書 

 

1. 業務の名称 

京都府中小企業技術センター中丹技術支援室理化学機器等移転業務 

 

2. 業務の概要 

京都府中小企業技術センター中丹技術支援室理化学機器等移転業務の建替え移転に伴う

研究機器、研究設備、研究器材、研究消耗品、薬品、その他の物品等（以下、「移転物品」

という）の解体、梱包、運搬、開梱、据付、組立、ユーティリティ接続作業、調整・性能

試験等の機器点検、これらに付帯する作業及び廃棄を実施するものである。 

 

3. 履行場所 

(1) 移転元 

北部産業技術支援センター・綾部内 

京都府中小企業技術センター中丹技術支援室 

〒623-0011  綾部市青野町西馬場下 38-１ 

(2) 移転先 

北部産業創造センター（仮称）内 

京都府中小企業技術センター中丹技術支援室 

〒623-0011  綾部市青野町西馬場下 38-１ 

 

4. 委託期間 

契約締結の日から平成 30年 3月 30日まで 

ただし、荷役は、新棟移転計画スケジュールのとおりとする。 

 

5. 付属資料 

(1) 移転物品一覧 

(2) 移転元・移転先の平面図 

(3) 新棟移転計画スケジュール 

※付属資料については、京都府中小企業技術センター総務課に入札参加の旨、連絡があっ

た者に対してのみ、（Ｅメールにて）配布する。 

 

6. 業務内容 

(1) 移転物品及び廃棄物品 

移転及び廃棄する物品は、別紙に示す移転物品一覧とするが、移転物品一覧と現品が一



致しないとき、移転物品一覧に誤謬もしくは脱漏があるとき、または予期することができ

ない状態が発見されたときは、受託者はその旨を速やかに連絡し、委託者の指示を受ける

ものとする。 

(2) 移転物品の点検等 

移転物品の点検等については、次のランク別とし、機器別のランクについては移転物品

一覧を参照すること。機器の点検は、移転後速やかに業務を開始できる状態にすることを

目的とし、移転前作業および移転後作業の実施を原則とする。点検内容は、移転時におけ

る各メーカーの推奨内容により実施すること。 

ア. ランク A 

移転前、移転後で各機器のメーカーまたはメーカー指定業者の専門技術者による動作確

認点検を行い、移転前後で同等以上の分析データが得られていることを提示すること。点

検内容は各メーカーが推奨する内容とする。また、同等以上のデータが得られていない場

合は、同等以上のデータを得られるまでメンテナンスを実施し、できるだけ速やかに業務

復帰が行えるようにすること。 

これら現状復帰に要する経費については、受託者の負担とする。ただし不具合の原因が、

環境の変化に起因する、あるいは部品の経年劣化に起因すると判断される場合はこの限り

ではない。 

イ. ランク B 

移転前、移転後に専門技術者による動作確認を行うこと。その内容について、移転物品

一覧で指示がある場合は、その指示に従うこと。また、委託者が移転前後の確認データを

要すると認めた場合は、作業報告書を提出すること。 

ウ ランク C 

上記ア、イに含まれない装置、物品を指すが、精密機器も含まれるため、梱包し、振動

の影響がないよう運搬、開梱、設置すること。 

(3) 工程 

委託者と協議のうえ、受託者にて作業工程を計画し、委託者の了承を得ること。 

業務の停止期間はできるだけ短くなるよう配慮し、効率的な作業工程となるよう調整する

こと。 

(4) 養生 

建物等の保護のために養生を実施すること。また、受託者が作業を実施する際にできた

損傷については、受託者の負担において補修等を行い、現状に復すること。 

(5) 設置場所の確認 

委託者が提示する移転物品一覧に示す物品は、移設先物品設置指示図に示す箇所に設置

するものとする。委託者と移転物品の搬送準備、搬送手順、設置場所およびユーティリテ

ィに関する十分な打ち合わせを行い、移転物品搬入後の迅速な立上げを図ること。また、

搬入室内設備およびユーティリティ設備等に不適合のある場合は、双方協議のうえ、図面



またはユーティリティ設備の変更を行うものとする。 

(6) 作業日および作業時間 

作業は、原則として委託者の勤務時間内（平日の午前９時 00分から午後５時 00分まで）

に行うこととするが、特別な事情のある場合はこの限りではない。この場合、受託者は、

事前に委託者の承認を得て作業を行うものとする。 

(7) 移転作業説明会 

受託者は、委託者が指定する日時に、委託者に対して移転準備に関する詳細と留意事項

を明示し、説明すること。 

(8) 梱包 

ア. 移転物品の梱包は、原則として、受託者が行うものとする（エに掲げるものを除く）。 

イ. 受託者は本業務が円滑に実施されるよう、色別の行き先ラベルを準備すること。 

ウ. 移転物品のラベリングは、原則として、委託者が行うものとする。 

エ. 移転物品一覧に付帯する移転物品（書類、ガラス器具、冷凍および冷蔵品、試薬類およ

び劇薬物等の危険物）の梱包は、委託者が行うこととする。ただし梱包資材の準備は、

受託者で行うものとする。 

オ. 精密機器の梱包にあたっては帯電防止の気泡緩衝材を準備し、作業を行うこと。 

(9) 梱包資材等の配布および回収 

ア. 受託者は、移転作業計画に基づき、梱包資材配達予定表を作成し、委託者の承 

認を得ること。 

イ. 委託者の梱包に関わる部分については、受託者は原則として搬送日の 10 日前 

までに梱包資材を配布すること。 

ウ. 受託者は、(9)イに関わらず、委託者から要求があったときは、梱包資材を要求 

のあった都度、速やかに配布すること。 

エ. 開梱した梱包資材および残余資材は、速やかに回収し、受託者の負担において 

適切に処理すること。 

(10) 移転物品の搬出入および搬送 

移転物品の搬送にあたっては、エアサスペンション付きの車両等を使用し、搬送中の振

動が最小限となるよう配慮すること。また、指定する出入り口から、搬出・搬入を行うこ

と。重量機器については、クレーン等により搬出・搬入を行うこと。上下階の移動は指定

した階段を使用すること。 

(11) 作業実施上の特記事項 

ア. 精密機器、実験設備等 

受託者は機器、設備等については、分解、解体、梱包、運搬、開梱および据付組立を行

うこと。また、移転後に点検等を必要とする機器、設備については、上記 6(2)に示したラ

ンクに従い、次のとおり行うこと。 

(ア)機器の清掃、取り外しを行うこと。点検等を必要とする機器については、機器の取り外



しに先立って委託者の立会いのもと、性能試験を行い、移設前性能報告書を作成し、提

出すること。 

(イ)運搬に関しては、機器の保護のために必要な梱包、揺れ止めの固定等を行うこと。 

(ウ)委託者の指定する場所に搬送し、指定する位置に設置、据え付けること。 

必要に応じて、水平出し、アンカー固定を行うこと。 

(エ)点検等を必要とする機器については、機器の設置後、委託者の立会いのもと、性能試験

を行い、移転前性能報告書と照合のうえ、引き渡すこと。 

(オ)上記(ア)から(エ)の作業中、点検等を必要とする機器については、製造メーカーまたは

メーカー指定業者の専門技術者が行うこと。特に必要な機器については、委託者と十分

に協議し、その指示に従うこと。 

イ. 機器等の接続等 

受託者は、電気、特殊ガス、給排水等の付帯工事については、機器等の設置に伴う、二

次側以降の断配線ならびに断配管等の接続を行う。配線、配管等の取り外しおよび取り付

けのほか、試運転および調整を要する機器については、取り外し前および取り付け後に、(11)

アによる調整および性能確認まで実施すること。 

ウ. 取り外しの必要な機器への付帯設備工事 

移転物品に接続している電気、給排水、給排気およびガス等の撤去工事は、次のとおり

行うこと。また、停電、断水および機器の使用停止等、施設の業務に支障をきたすと思わ

れる作業については、作業手順、方法および実施日時等について事前に委託者と打ち合わ

せのうえ、移転作業計画書を提出し、承認を得たうえで実施すること。 

(ア)電気設備工事 

a. 機器または実験台から近傍の開閉器の二次側からケーブルを取り外し後、ケーブルを引

き抜くこと。 

b. ケーブル以外の配線の場合は、機器または実験台の端子から切断する。 

また、撤去後の既存配線の末端は、適切な措置をすること。 

(イ)給排水、ガス等の切断および撤去工事は、機器・実験台・流し台の接続管部分から切断

する。また撤去後の既存管の末端はプラグ止めとする。 

(ウ)上記以外の配管等あるいは別の合理的な方法がある場合は、委託者と十分に協議し、そ

の指示に従うこと。 

エ. 取り付けの必要な機器への付帯設備工事 

受託者が行う取り付けの必要な機器の付帯設備工事は、次のとおりとする。 

(ア)機器等への付帯設備の接続工事は、(11)イと同様に行うこと。 

(イ)機器と電気系統の二次側接続については、コンセントプラグは委託者の負担で、受託者

が接続すること。 

(ウ)電気設備工事 

関連法令遵守のうえ、機器・実験台から近傍の電気設備（ブレーカー、スイッチボック



ス、コンセント等）に接続工事を行うこと。 

(エ)給水設備工事 

a. 機器等は、近傍に施工された給水バルブから配管する。 

b. 材料および配管方法の選定は、機器・施工場所の特性にあわせた材質・形状にすること。 

(オ)排水設備工事 

a. 機器・実験台・流し台は、近傍に施工された排水口へ配管する。 

b. 材料および配管方法の選定は、機器・施工場所の特性にあわせた材質・形状にすること。 

(カ)特殊ガス工事 

a. 機器等は、近傍に施工された特殊ガス接続口へ配管する。 

b. 材料および配管方法の選定は、機器・施工場所の特性にあわせた材質・形状にすること。 

c. 特殊ガス（ヘリウム、窒素、純空気、水素およびアルゴン等）配管は、委託者において、

それぞれのガスに置換し、受託者に引き継ぐこととする。 

(キ)排気設備工事 

a. 機器等は、近傍に施工されたダクト接続口へ配管する。 

b. 材料および配管方法の選定は、機器・施工場所の特性にあわせた材質・形状にすること。 

c. ダクトのサポート方法は、委託者と十分に協議し、その指示に従うこと。 

オ. 薬品・ガスボンベ等 

薬品類および高圧ガスボンベ等は、法令の定めるところにより、その梱包、運搬を適切

に行うこと。薬品類は、原則として、委託者が梱包、受託者が搬送し、開梱、配架は委託

者が行う。 

(ア)劇物、毒物、危険物等の梱包は、それぞれのものの特性に応じた梱包資材を、受託者が

準備する。 

(イ)反応性のあるものは、委託者が区分梱包し、内容物を受託者に申し出るなど、十分に協

議したうえで、運搬を行うこと。 

(ウ)輸送車両は、すべて専用車とし、ほかの物品と混載しないこと。 

カ. 冷蔵庫、フリーザーおよび保存試料 

冷蔵庫、フリーザーおよびこれらに保存されている試料等の運搬は、下記のとおり保冷

対策を講じ、試料等に損傷がないよう十分に配慮すること。また、運搬手順、方法等につ

いて、事前に委託者と協議し、承認を得ること。 

(ア)冷蔵庫およびフリーザーの運搬の前後に、これらに保存されている試料等の移し替えを

行う際には、各試料の適正温度状態を確保するよう留意すること。 

(イ)冷蔵庫およびフリーザーを運搬据付後は、速やかに適正温度に戻すよう努めること。 

(ウ)保存試料の運搬にあたっては、特殊車両を準備し、適切な温度での輸送を行うこと。 

キ. 実験器材、実験消耗品 

(ア)移転物品に付帯する実験器材、実験消耗品については、移転物品に含まれることとする。 

(イ)実験器材、実験消耗品は、原則として、委託者が梱包、受託者が搬送し、開梱、配架は



委託者が行う。 

ク.梱包資材等 

（ア）移転搬送に必要なラベル、ダンボール箱、クッション材、エアキャップ、布テープ、

クラフトテープ、養生テープ等の梱包材料については、委託者が指定する日までに受託

者が準備するものとする。また、受託者は、委託者の要求する搬出用資材及び、梱包資

材等を委託者の指示する場所、指定する時期までに供給すること。 

（イ）受託者は、作業完了後、速やかに養生の撤去及び養生設置箇所の清掃を行うものと 

する。ただし、委託者の指示する場合は、当該指示によるものとする。 

（ウ）移転後、不用になった梱包資材等については、委託者に確認のうえ、受託者が速や 

かに回収・処分すること。 

(12) 作業実施上の留意事項 

移転作業の実施にあたっては、次の事項に留意すること。 

ア. 移転物品は、それぞれの特性・規格・用途に応じた最も適した方法で、梱包・運搬等を

行い、作業中の損傷・破損等の事故が無いよう十分に配慮すること。 

イ. 関係法令の定める資格を必要とする作業については、有資格者を確保し実施することと

し、関係法令を遵守し安全作業に心がけること。 

ウ. 輸送作業中に予想される降雨等の気象の変化に対して、十分な対策を講じること。 

エ. 安全作業の励行 

受託者は、作業の実施にあたっては、必要な関係法令を遵守し、来訪者、職員、その他

の関係者の安全確保に万全を期すとともに、安全作業に努め、事故の根絶を期さなければ

ならない。作業の実施にあたっては、事故の防止と安全確保のため、必要に応じて次のと

おり、対策を講じること。 

(ア)搬出入時、積み卸し作業が行われる場所で安全を確保する必要があるときは、警備員を

配置し誘導作業を行うこと。 

(イ)各種作業に従事する者に対し、安全教育を行い、安全管理責任者を定め、安全作業の励

行に努めること。 

(ウ)緊急時に備え早急に処置がとれるよう緊急連絡体制表を提出すること。 

オ. 補償 

本作業中に下記の人身事故、物損事故、搬送物品の破損、遺失等の事故が発生した場合、

その損害の補償等については、受託者の責任とする。 

(ア)来訪者、職員、その他関係者および受託者の従業員が関係する人身事故 

(イ)作業車両等による全ての事故 

(ウ)敷地内の縁石、植栽、建物、構造物とそれに付随する設備に対する事故 

(エ)移設物品に対する事故 

(オ)その他の管理責任に基づく事故 

カ. 機密の保持 



受託者（再委託業者およびすべての従業員を含む）は、本件作業の実施にあたり、業務

遂行上知り得た事項について、第三者に漏らしてはならない。 

キ. 遵守事項 

受託者は、次に定められた各事項を遵守すること。 

(ア)作業の従事者名簿を提出すること。 

(イ)作業員には、服装の統一、名札・腕章の着用などにより、本件作業の従事者であること

を明示すること。 

(ウ)作業に直接関係のない場所には、立ち入らないこと。 

(エ)指定場所以外での喫煙は禁止し、防災に留意すること。 

(オ)火気、危険物の持ち込み等について、事前に委託者の承認を得ること。 

ク. 他業者等との調整 

受注者は、一般物品移転業者や購入物品等の納入、設置等が円滑に行われるよう、発注

者及び関係納入業者と搬入日程等の連絡の連絡を密にし、調整を十分に行うものとする。 

なお、養生については関係納入業者に対して無償で使用させること。 

(13) 保険 

受託者は、保険に加入し業務を請け負った機器および財物を破損、汚損または紛失した

場合は、受託者賠償責任等により、損害賠償を保証すること。また、建物に対し損害を与

えた場合も、請負賠償責任保険等により損害賠償を保証すること。 

(14)廃棄物品について 

 別紙の移転物品一覧の廃棄対象物品については、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭

和 45年法律第 137号）及び関係法令に基づいて処理すること。請負を行う者は、産業廃棄

物収集運搬許可証及び産業廃棄物処分業許可証を有すること。 

 廃棄物の処理を終えた後、業務処理報告書を作成すること。ただし、同報告書は収集運

搬業務についてはマニュフェスト B2 票で、処分についてはマニュフェスト D 票で代える

ことができることとする。 

 

7. 事前報告等 

(1) 移転作業計画書 

ア. 本仕様書および移転物品一覧に基づき、移転作業計画書を作成のうえ、別に指定する日

までに委託者に提出し、承認を得ること。 

イ. 移転作業計画書は、作業工程、作業日程、作業予定時間、作業内容、搬出入ルート、作

業体制、梱包要領、建物養生要領、ラベリング要領、移転機器の事故時の補償等に関す

る内容を明記すること。 

(2) 委託業者一覧表 

業務の一部を第三者に委託する場合には、委託業者名、所在地、委託業務内容等を記載

した「委託業者一覧表」を提出すること。なお、委託業者の選定にあたって、許認可を必



要とする業務については、資格を有する事業者を選定すること。 

(3) 従事者名簿 

委託業務を含め、本委託業務に従事する従事者について、「従事者名簿」を作成し、提出

すること。なお、作業内容により、運転免許、クレーン免許等有資格者が必要な場合には、

必ず有資格者を従事者とすること。 

(4) 作業報告等 

ア. 各作業の開始前に、当日の作業に従事する人員、車両数、作業手順、作業計画からの変

更事項の有無について、委託者に報告すること。 

イ. 作業当日の作業実施状況と終了時の作業報告を委託者に行うこと。また、必要に応じて

資料を提出すること。 

ウ. 作業の内容、物品等に不測の事態または事故が発生した場合は、速やかにその内容を委

託者に報告し、指示を受け、解決を図り、その経過を報告すること。 

 

8. 許認可等の手続き 

移転作業を実施するにあたり、官公庁および近隣住民等に対する許認可の申請事務等の

必要な手続きは、受託者の負担により行うものとする。ただし、受託者が代行できないも

のは除く。 

 

9. 付帯事項 

(1) 本業務を行うにあたっては、委託者と密接な連携をとって、円滑に実施すること。 

実施にあたり、疑義が生じた場合は、両者協議のうえ業務にあたることとする。 

(2) 業務内容が仕様書に適合しないとして、委託者が業務内容の改善を命じた場合にかかる

経費はすべて受託者の負担とする。 

(3) 精密検査機器類について、移転前に行っている耐震対策は、地震による落下、転倒など

がないよう移転後も耐震対策を講じること。耐震対策については、据付実験台等に損傷

のないよう委託者と協議のうえ、実施すること。 

(4) 仕様書の記載に疑義が生じたとき、記載のない事項が発生したときについては、必要に

応じその都度協議すること。 

 

10. 検査及び検収 

(1) 全移転物品の運搬が完了したときは、委託者が受託者の立会いのうえで検査を行うもの

とする。 

(2) 検査の結果、不具合が生じた場合は、受託者は誠意を持って改善し、改め再検査を行う

ものとする。 

(3) 検査の合格をもって業務の履行を確認するものとし、受託者からの完了報告により検収

を行うものとする。 



11. 完了報告 

移転物品の完了報告は、以下の書類の提出によるものとする。 

(1) 業務完了報告書 

(2) 業務実施報告書（点検報告書、実施状況写真等） 

受託者は、必要に応じて作業の実施前、実施中および完了後の各状況を写真撮影し、業

務実施報告書に添付すること。手直し指示があった場合も同様とする。なお、完了後に直

接確認ができなくなるものについては、特に実施状況を確認できるよう写真撮影を行い、

業務実施報告書に添付し提出するものとする。 

(3) その他委託者が必要と認め提出を求めた書類 



新棟移転計画スケジュール 

 

 

１．移転業務時期 

契約日以降～1月下旬 移転業務打ち合わせ 

２月上旬～下旬    既存建物内にて移転物品の確認・解体・梱包等 

２月下旬～３月上旬  既存建物からの搬出、新棟への搬入・開梱・据付・組立まで 

３月１５日以降    ユーティリティ接続・調整・性能試験等の機器点検 

３月下旬       完了検査 

 

２．移転建物配置図及び搬出・搬入経路 

事前調査の上、移転計画を立案のこと。 

  

 

 

1F搬出口１ 

1F搬出口２ 
1F搬出口３ 

2F搬出口４ 新棟 

1F搬入口×2カ所 

2F搬入口×1カ所 

搬出口２，３，４から 

新棟までの搬出運搬経路 

搬出口１から新棟 

までの搬出運搬経路 

新棟への搬入運搬経路 



（別紙）　移設物品一覧

＜精密測定検査用＞

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

Ｃｒｙｓｔａ－Ａｐｅｘ　Ｃ９１６６ １６４×２６９×２７３ 2,868

PC（ＣＮＣ三次元測定機用） ７５×８０×１６５ 60

エアドライヤ ２０×４０×５０ 15

ＳＶ－Ｃ４０００ ＣＮＣ １００×７６×１９５ 350

エアドライヤ １９×３８×４７ 10

ＰＣ（表面粗さ測定機用） ６５×７０×１６８ 50

ＲＡ－Ｈ５１００ ＣＮＣ ９５×６７×１９０ 670

エアドライア １９×３８×４７ 10

PC（真円度測定機用） ６５×７０×１６８ 50

No.５１７－４０９

No.５１７－２０７ＣＲ

A-5 チェックマスタ ミツトヨ ＨＭＣ－１０００Ｈ １１０×１０×１０ 20 1F精密測定室 C

A-6 ハイトマスタ ミツトヨ ＨＭＥ－６００ＤＭ ８０×１０×１０ 10 1F精密測定室 C

A-7 ＨＤＭ－１００Ａ １３０×３０×１０ 10

A-8 ＨＤ－３０Ａ ５０×２０×１０ 5

A-9 ＨＳ－３０ ５５×２０×１０ 5

A-10 ＭＤＣ－２５ＭＪ　  ２本

A-11 Ｍ３１０－２５　　 　１本

A-12 Ｍ３２０－２５ＡＡ　 １本

A-13 ＯＭＣ－１５０ＭＪ　１本

A-14 ＯＭＣ－３００ＭＪ　１本

A-15 ＯＭＣ－４００    　１本

A-16 ＯＭＣ－５００　    １本

A-17 ＯＭＣ－６００　    １本

A-18 ＯＭＣ－７００    　１本

A-19 ＯＭＣ－８００　    １本

A-20 ＭＳ－Ｒ          　１個

A-21 ホールテストＤ    １セット

A-22 ホールテストＥ    １セット

A-23 ＨＴ－１２ＳＴ       １セット

A-24 ＨＴ－２０ＲＳＴ     １セット

A-25 ＨＴ－５０ＲＳＴ     １セット

A-26 ＨＴ－１００ＲＳＴ   １セット

A-27 ＨＴ－２００ＲＳＴ   １セット

A-28 ＩＭＪ－１３００      １セット

A-29 ＣＩ－６００Ｃ      　１個

A-30 ＢＭ３－１１２－Ｋ

A-31 コードNo.５１６－６０１

A-32 No.613802-013(125mm)

A-33 No.613803-013(150mm)

A-34 No.613804-013(175mm)

A-35 No.613682-013(200mm)

A-36 No.613805-013(250mm)

A-37 No.613683-013(300mm)

A
（校正作
業除く）

A
（校正作
業除く）

A
（校正作
業除く）

C10ゲージブロックセット ミツトヨ ５０×２５×３０

３０×２０×５ 3

内測マイクロメータ ミツトヨ ６０×４０×４０ 10

C

C

C1F精密測定室

1F精密測定室

マイクロメータ ミツトヨ 1F精密測定室１１０×６５×３５ 50

1F精密測定室

C

C

ＣＮＣ三次元測定機 ミツトヨ 1F精密測定室

1F精密測定室

1F精密測定室

移設機器リスト

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

定盤 ミツトヨ １００×１００×７７ 550

ミツトヨ

A-1

A-2

A-3 真円度・円筒形状測定機 ミツトヨ

1F精密測定室

1F精密測定室

表面粗さ・輪郭形状測定機

A-4

ハイトゲージ ミツトヨ 

セラミックブロックセット ミツトヨ 



機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

A-38 携帯用表面粗さ計 ミツトヨ ＳＪ－３０１／０.７５ｍＮ ２０×２０×１０ 3 1F精密測定室 C

A-39 No.177-146(φ50mm)

A-40 No.177-292(φ60mm)

A-41 No.177-147(φ70mm)

A-42 No.177-294(φ80mm)

A-43 No.177-148(φ90mm)

A-44 No.177-296(φ100mm)

A-45 No.177-298(φ125mm)

A-46 No.177-304(φ200mm)

A-47 No.177-306(φ225mm)

A-48 No.177-308(φ250mm)

A-49 No.177-310(φ275mm)

A-50 No.177-312(φ300mm)

A-51 騒音計 リオン ＮＬ－２２ ３０×４０×１０ 20 1F精密測定室 C

A-52 振動計 リオン ＶＭ－８２（ピックアップ：ＰＶ－５７Ａ） ３０×２０×１０ 1 1F精密測定室 C

A-53 振動レベル計 リオン ＶＭ－５３Ａ（ピックアップ：ＰＶ－８３Ｃ） ４５×４０×１０ 5 1F精密測定室 C

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

B-1 旋盤 テクノワシノ ＬＥＯ－８０Ａ ２２９×１１１×１３２ 2,000 1F機械加工エリア B

B-2 フライス盤
牧野フライス製
作所

ＫＧＪＰ－５５ ２２０×１７０×２１５ 1,490 1F機械加工エリア B

B-3 小型旋盤 エグロ ＥＢ－１０ １２０×６０×１１０ 650 1F機械加工エリア B

ＭＤＸ－５０００Ｒ １３０×１２５×２００ 810

コンプレサー ５３×７０×８８ 122

エアタンク ５０×５０×１２２ 30

ＰＣ ６０×６０×１３０ 20

B-5 タッピングボール盤
キラ・コーポレー
ション

ＫＲＴ－３４０Ｒ ４７×５４×１４４ 80 1F機械加工エリア B

B-6 手動折り曲げ機 盛光 ＬＤ－４１４ １７５×１００×１６０ 400 1F機械加工エリア B

B-7 鏡面ショット研磨機 東洋研磨材工業 ＳＭＡＰⅡ型 １１０×９０×１７２ 110 1F機械加工エリア B

C

３次元切削モデリングシステ
ム

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

＜機械加工用＞

1F機械加工エリア

ミツトヨ 20 1F精密測定室

B

３０×３０×３０

B-4
モデリングアー
ル

リングゲージ



機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

デジタル溶接機 ２５×７０×５６ 30

溶接電源装置 ３９×５４×６０ 45

炭酸ガスボンベ ３５×３５×１４０ 100

B9 溶接ヒューム回収装置 ５７×７５×１２１ 100

B-10 ベルト研磨機 淀川電機製作所 ＦＳ－２Ｎ ４５×７０×９０ 80 1F機械加工エリア B

B-11 両頭グラインダ 淀川電機製作所 ＦＧ－２０５Ｔ ６０×４５×１０５ 80 1F機械加工エリア B

B-12 高速切断機 昭和機械工業 ＳＫ－１ ４５×９０×９０ 60 1F機械加工エリア B

B-13 帯ノコ盤 ワイエス ＶＺ－３００ ８５×６０×１５６ 200 1F機械加工エリア B

＜材料試験用＞

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

ＡＧ－２５０ｋＮＩＳ ＭＯ １１６×６０×２４０ 900

PC ６４×６７×１４５ 60

チャック ９０×６０×２０ 30

ＡＧ－５ｋＮＩＳ １４２×５５×２２７ 200

PC ６４×６７×１４５ 60

C-3 ＬＵ－１００ＫＥ

C-4 ＬＵ－１ＴＥ

C-5 ＬＵ－１０ＴＥ

C-6 ＡＳ－１０ＨＢ

C-7 ＡＳ－１００ＨＡ

C-8 ＰＧ－１０ＫＵ

C-9 ＰＧ－１００ＫＵ

C-10 ＤＴ２０Ｄ

C-11 ＤＰＭ－７１２Ｂ

Ｆ－１６０００ＢＤＨ／ＬＡ１６ＡＷ ２５０×１２５×１１０ 3,800

制御装置 ７０×１１０×１６８ 500

治具移動機構 １２０×１６０×１２０ 300

コンプレッサ ５０×３０×７０ 15

ブロア １００×８０×１７０ 220

C-13 ロックウェル硬さ試験機 ミツトヨ ＡＲＫー６００ ４０×６０×５０ 50
1F機械分析・
材料試験室

A

C-14
マイクロビッカース硬さ試験
機

フューチャアテッ
ク

ＦＭ－７００ ４０×６０×５０ 50
1F機械分析・
材料試験室

A

C-15 簡易携帯硬さ試験機 プロセク Ｄエコーチップ２ ３０×３０×１０ 5
1F機械分析・
材料試験室

C

２０×１５×４５

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

電気溶接機
松下溶接システ
ム

B

C-1 万能材料試験機　（２５０ｋＮ） 島津製作所
1F機械分析・
材料試験室

A

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

1F機械加工エリア

C-2 万能材料試験機　（５ｋＮ） 島津製作所
1F機械分析・
材料試験室

A

B-8

C-12
1F機械分析・
材料試験室

エミック

ひずみゲージ式センサ・アン
プユニット

共和電業

振動試験機　（１６ｋＮ）

5
1F機械分析・
材料試験室

C

B



機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

C-16
反発式ポータブル硬さ試験
機

ミツトヨ ＨＡＲＤＭＡＴＩＣ ＨＨー４１１ ３５×２５×１０ 5
1F機械分析・
材料試験室

C

C-17
マイクロフォーカスX線透視
装置

島津製作所 ＳＭＸ３０００ ｍｉｃｒｏ １７０×１９０×１５５ 1,800
1F機械分析・
材料試験室

A

C-18 超音波探傷器
ＧＥｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝ・
ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ

ＵＳＮ６０ ４５×３５×２５ 10
1F機械分析・
材料試験室

C

C-19 電気マッフル炉
アドバンテック東
洋

ＦＵＭ３３２ＰＡ ５０×８０×８５ 130
1F機械分析・
材料試験室

B

＜電気試験用＞

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

D-1
シンクロスコープ　（ＤＬ９０４
０）

横河電機 ＤＬ９０４０ ４０×２０×２０ 5 １F電波試験室 C

D-2 データレコーダー ティアック ＬＸ－１０ ２０×２０×５ 1 １F電波試験室 C

D-3 ＦＦＴアナライザー 共和電業 ＥＤＸ－２０００Ａ ４５×３０×６０ 10 １F電波試験室 C

D-4 赤外線サーモグラフィ 日本アビオニクスＴＶＳ－５００ ４０×４０×３０ １F電波試験室 C

D-5 ユニバーサルカウンタ 岩通計測 ＳＣ－７２０６ ２５×３５×１５ 3 １F電波試験室 C

ＧＴＥＭ７５０ ４００×２００×２００ 390

PC・プリンタ ６４×６７×１４５ 50

スペクトルアナライザ ４０×５０×２０ 20

アンプ ５０×５０×１０ 10

SG ５０×５０×１０ 10

パワーメータ ２０×４０×１０ 5

付属品 ５０×５０×２０ 10

静電気試験機 ５０×４０×２０ 10

GTEM試験電源 ３０×３０×３０（２個） 50

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

E-1
走査電子顕微鏡
（観察＋元素分析）

日本電子 ＪＳＭ－６３９０ＬＡ ２４０×１４０×１５０ 550 2F機器分析室 A

E-2 レーザ顕微鏡 オリンパス ＬＥＸＴ ＯＬＳ３１００ １４０×７１×１２５ 100 １F精密測定室 A

E-3 デジタルマイクロスコープ ハイロックス ＫＨ７７００ １５０×７５×１３０ 70 １F精密測定室 B

＜顕微鏡及び試料作製装置＞

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

１F電波試験室ＥＭＣ測定システム BD-6 シャフナー



機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

E-4 金属顕微鏡 ニコン ＴＭＥ２００ＢＤ ４０×６０×５０ 50
１F機器分析・材

料試験室
C

E-5 実体顕微鏡 ニコン ＳＭＺ１０００ ４０×６０×５０ 50
１F機器分析・材

料試験室
C

ＢＸ５１ ４０×６０×５０ 20

PC ３０×３０×３０ 10

切断機 ８０×６４×４６ 123

試料埋込機 ４２×５８×４２ 38

研磨機 ４３×７２×３３ 33

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ ６０×５４×８２ 40

流し台 ６０×５５×８０ 20

＜分析用＞

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

F-1 蛍光X線分析装置付属品 島津製作所 ブリケットマシン ５０×５０×１２１ 240 2F機器分析室 B

ＸＲＤ－６１００ ９０×７５×１６０ 500

PC ６０×８０×１７０ 30

冷却装置 ６０×４２×１１２ 120

ＩＲＰｒｅｓｔｉｇｅ－２１  ＡＩＭ－８８００ １８０×７５×１４０ 200

PC ８０×７０×１３５ 20

F-4 紫外・可視分光光度計 日本分光 Ｖ-６３０ １２０×７５×１５０ 50 2F化学分析室 B

F-5 分光色差計 日本電色工業 ＮＦ－３３３ ３５×４５×１０ 5 2F化学分析室 C

F-6 分光蛍光光度計 日立ハイテクノロジーズＦ－７０００ ２３０×７５×１１０ 100 2F化学分析室 B

ＧＣＭＳ－ＱＰ２０１０Plus ２２０×９０×１７０ 200

PC ９０×７０×１５０ 50

F-8 液体クロマトグラフ 島津製作所 Ｐｒｏｍｉｎｅｎｃｅ ２８０×９０×１４０ 250 2F化学分析室 B

F-9 アミノ酸分析装置 日立ﾊｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽＬ゙－８９００ １４０×７０×１４５ 200 2F化学分析室 B

ＤＳＣ－６０Ａ １８０×７５×１２５ 100

PC ６０×６５×１２６ 20

B

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

A

B

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

蛍光顕微鏡 オリンパス 2F化学分析室

E-7 丸本ストルアス金相試料作製装置

A

1F機器分析・材
料試験室

2F機器分析室島津製作所

2F化学分析室

島津製作所 2F機器分析室
フーリエ変換赤外分光光度
計 （赤外顕微鏡付）

F-2 X線回折装置Ⅱ

B

F-3

E-6 B

F-7
ガスクロマトグラフ質量分析
装置

島津製作所

F-10 示差走査熱量測定装置 島津製作所 2F機器分析室



機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

ＣＦＴ－５００Ｄ １３０×７０×１５５ 260

PC １５０×８０×１１０ 100

ＳＡＬＤ－２２００ １８０×７５×１２５ 200

PC ６０×７０×１４０ 30

F-13 微量水分計
ダイアインスツ
ルメンツ

ＣＡ－２１ ３０×５５×３０ 10 2F化学分析室 C

F-14 脈波計 ＡＣＩ　Ｍｅｄｉｃａｌ ＡＰＧ－１０００ ６０×６０×１００ 20 2F化学分析室 C

F-15
有機合成用ドラフトチャン
バー

ヤマト科学 ＲＦＧ－１５０ＳＺ １５０×７５×２３０ 200 2F前処理室 B

＜表面処理・環境試験用＞

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

ＳＦＴ９４００ １８０×９０×１６３ 200

PC ４０×４０×３０ 60

G-2 電磁・渦電流膜厚計 ケット科学研究所ＬＺ－２００Ｊ １０×２０×５ 1 2F機器分析室 C

ＦＴＡ-１２５ ４０×２０×４０ 50

PC ８０×７０×１４５ 30

ＰＬ－４Ｋ／Ｐ計装 １７０×１９０×１５５ 540

給水装置 ５５×３３×４４ 21

G-5 小型高温チャンバー エスペック ＳＴ－１２０Ｂ１ ５０×４０×２０ 30
1F機器分析・材料

試験室
B

G-6 真空定温乾燥器 ヤマト科学 ＤＰ４３ １２０×８０×１５０ 190 2F前処理室 B

＜デザイン用＞

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

H-1 非接触３次元デジタイザ
コニカミノルタセ
ンシング

ＶＩＶＩＤ９ｉ １２０×１２０×１９０ 100 2F機器分析室 C

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

島津製作所 2F化学分析室 B

島津製作所 2F化学分析室 AF-11 細管式レオメータ

G-1 蛍光Ｘ線膜厚計
ｴｽｱｲｱｲ・ﾅﾉﾃｸﾉ
ﾛｼﾞｰ

2F機器分析室 B

F-12
レーザ回折式粒度分布測定
装置

1F機器分析・材料
試験室

G-3 接触角測定装置 ＦＴＡ

G-4
温湿度サイクル試験装置 （８
００Ｌ）

エスペック B

2F化学分析室 B

メ ー カ 名 ・ 機 種 名



機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

H-2 ストロボスコープ 菅原研究所 ＭＳ－６００ ２０×２０×２０ 1 2F機器分析室 C

H-3 デジタルハイスピードカメラ ナック ＭＥＭＯＲＥＣＡＭ　ｆｘＫ４ ２０×２０×２０ 1 2F機器分析室 C

H-4
３Ｄプリンター （ラピッドプロト
タイプ）

Ｓｔｒａｔａｓｙｓ ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ Ｅｌｉｔｅ ９３×９５×１７１ 136 2F機器分析室 B

H-5
機械振動周波数分析システ
ム

共和電業 EDX-200A-1 ５０×４０×２０ 5 2F機器分析室 C

＜その他＞

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

K-1 遠心分離機　一式
解析棟2F
TOMY

MX-301 ５０×４０×８０ 50 2F化学分析室 C

K-2 電動ビューレット
解析棟2F
Metrohm

775DOSIMAT ２０×３０×５０ 5 2F前処理室 C

K-3 電動ビュレット
解析棟2F
Metrohm

728 １０×２０×３０ 1 2F前処理室 C

K-4 電子天秤
解析棟2F
Shimazu

AUW220D ２５×４０×３５ 1 2F前処理室 C

K-5 電子天秤
解析棟2F
Sefi

２０×２０×１０ 1 2F前処理室 C

K-6 PHメーター
解析棟2F
HORIBA

F-52 ２０×２０×５ 1 2F前処理室 C

K-7 試料用冷蔵庫
解析棟2F
SANYO

LABCOOL ７７×８３×２００ 180 2F前処理室 B

K-8 試薬用冷蔵庫
事務棟
SANYO

LABCOOL ７７×８３×２００ 180 1F事務室 B

K-10 バイオメディカルフリーザ
解析棟2F
SANYO

BIOMEDICALFREEZA ８５×８５×１８０ 180 2F前処理室 B

K-11 デュアーフラスコ 解析棟1F ４０×４０×６０ 3 2F機器分析室 C

K-12 赤外線ホットプレート 解析棟2F ３０×４５×１５ 10 2F前処理室 C

K-13 並列ホットプレートスターラー 解析棟2F ５２×４５×１５ 20 2F前処理室 C

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

メ ー カ 名 ・ 機 種 名



機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

K-14 クリーンベンチ
解析棟2F
SANYO

１４０×８０×２００ 100 2F前処理室 B

K-15 薬品庫 解析棟2F １００×６０×１８０ 30 2F前処理室 C

K-16 超純水製造装置 解析棟2F ８０×８０×７０ 20 2F前処理室 B

K-17 蒸留水発生装置 解析棟2F ６０×５０×１６０ 30 2F前処理室 B

K-18
三次元測定機検証用ゲージ
（クオリティマスタ）台車とも

解析棟1F ４０×４０×５０ 50 1F精密測定室 C

K-19
イオンスパッタ装置
（コンプレッサ含む）

解析棟1F ６０×７０×２０ 30 2F機器分析室 B

K-20 定温乾燥機
解析棟2F
ASONE

OFW-600 ７５×６５×８０ 30 2F前処理室 B

K-21 超音波ピペット洗浄器 解析棟2F １００×８０×８０ 20 2F前処理室 C

K-22 乾燥保管庫
解析棟2F
ASONE

６０×８０×１７０ 80 2F前処理室 B

K-23 除湿器 機械棟 ４０×３０×６０ 10 1F精密測定室 C

K-24 ハンドジブリフト 機械棟1F １００×２００×２００ 70 1F機械加工エリア C

K-25 ハンドパレットトラック 機械棟1F ２００×１００×１００ 50 1F機械加工エリア C

K-26 メカトロ教育ツール（１） 事務棟2F 7台 ５０×６０×４０ 20／台 2F研修室 C

K-27 メカトロ教育ツール（２） 事務棟2F 12台 ２０×２０×２０ 10／台 2F研修室 C

K-28 液体窒素発生装置 機械棟1F Iwatani　MP-30 ６０×６５×１４０ 200 2F液体窒素発生室 B

K-29 窒素ガス発生装置 機械棟1F Iwatani　GN-10A ４０×４５×８５ 100 2F液体窒素発生室 B

メ ー カ 名 ・ 機 種 名



物　　　品　　　名 数量 ランク 備考

1 作業台 機械棟 1800×600×720 1 マイクロビッカース硬さ試験機、ロックウェル硬さ試験機C

2 作業台 機械棟 1800×600×720 1 C

3 作業台 機械棟 1800×600×720 1 金属顕微鏡、実体顕微鏡 C

4 作業台 機械棟 1500×750×720 1 小型高温チャンバー、マッフル炉C

5 実験台 機械棟 1800×750×800 1 金相試料作製装置 C

6 作業台 機械棟 1800×750×800 1 EMC用 C

7 作業台 機械棟 1800×750×720 1 旋盤横 C

8 作業台 機械棟 1 溶接用 C

9 作業台 解析棟1F 1800×800×750（コロ付） 1 C

10 作業台 解析棟1F 1500×750×720 1 デジタルマイクロスコープ C

11 作業台 解析棟1F 1800×900×720 1 蛍光X線膜厚計 C

12 実験台 解析棟1F 1500×750×800 1 イオンスパッター C

13 実験台 解析棟1F 1800×750×800 1 蛍光X線分析装置 C

14 作業台 解析棟1F 1500×750×720 1 ハイドゲージ等 C

15 作業台 解析棟1F 1800×900×750（コロ付） 1 C

16 机 解析棟1F 1100×700×700 1 C

17 実験台 解析棟1F 1800×750×800 1 示差熱走査熱量測定装置、蛍光顕微鏡C

18 作業台 解析棟1F 1800×800×750 1 C

19 作業台 解析棟1F 1500×600×700 1 C

20 作業台 解析棟1F 1800×750×750 1 C

21 机 解析棟2F 1100×700×700 1 C

22 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 C

23 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 C

24 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 C

25 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 C

26 実験台 解析棟2F 1250×750×800 1 C

27 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 粒度分布測定装置 C

28 作業台 解析棟2F 900×600×720 1 C

29 作業台 解析棟2F 1500×800×700 1 レオメータ C

30 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 FT-IR C

31 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 C

32 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 蛍光光度計 C

33 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 C

34 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 C

35 実験台 解析棟2F 1800×750×800 1 液体クロマトグラフ C

1 棚 機械棟 900×600×1800 1 C

2 棚 機械棟 900×600×1800 1 C

3 棚 機械棟 900×600×1800 1 C

4 棚 機械棟 960×480×1800 1 C

5 ロッカー 機械棟 900×500×1800 1 振動試験機 C

6 ロッカー 機械棟 880×400×1100 1 EMC用 C

7 ロッカー 機械棟 880×400×1100 1 EMC用 C

8 工具キャビネット 機械棟 750×720×1150 1 C

9 棚 機械棟 1200×600×2000 1 EMC用 C

10 棚 機械棟 1200×600×1800 1 旋盤用 C

11 ロッカー 解析棟2F 1800×400×970 1 C

12 ロッカー 解析棟2F 1800×400×970 1 C

13 ロッカー 解析棟1F 1800×400×970 1 C

14 ロッカー 解析棟1F 1800×400×970 1 C

15 棚 解析棟1F 1200×600×1800 1 C

16 棚 解析棟1F 1200×600×1800 1 C

17 ロッカー 解析棟1F 900×450×1100 1 3Dプリンタ C

18 ロッカー 解析棟1F 900×450×1100 1 3Dプリンタ C

イス 解析棟2F 11 C

解析棟1F 11 C

機械棟 6 C

採番
なし

ガスクロマトグラフ質量分析装置

紫外・可視分光光度計、接触角測定装置

移設元所在 ・ サイズ（W・D・H）
mm

机上搭載機器名



物　　　品　　　名 数量 ランク 備考

ワゴン 解析棟2F 2 C

解析棟1F 3 C

機械棟 8 C

デスクキャビネット 解析棟2F 4 C

解析棟1F 2 C

機械棟 2 C

ホワイトボード 解析棟2F 1 C

解析棟1F 1 C

機械棟 1 C

パーテーション 解析棟2F － C

解析棟1F 1 C

機械棟 5 C

事務用品

物　　　品　　　名 数量 ランク 備考

TV会議システム 事務棟2F 1 C

演台 事務棟2F 1 C

ホワイトボード 事務棟2F 1 C

J1 ロッカー（金庫） 事務棟１F 900×450×1080 1 C

J2 水屋 事務棟１F 600×450×1800 1 C

J3 作業台 事務棟１F 1400×700×700 1 C

J4 作業台 事務棟１F 1600×800×660 1 C

J5 会議机 事務棟１F 3200×1200×700 1 C

J6 作業台 事務棟１F 1800×750×700 1 C

J7 3連イス 事務棟１F 1600×500×400 1 C

J8 ホワイトボード 事務棟１F 1 C

J9 プロッター 事務棟１F 1 C

J10 TV会議システム 事務棟１F 1 C

J11 電磁調理器 事務棟１F 1 C

J12 プリンタ 事務棟１F 1 C

J13 複合機 事務棟１F 1 C

J14 FAX 事務棟１F 1 C

J15 保管庫 事務等1F 900×450×1100 4 C

J16 保管庫 事務等1F 900×400×750 1 C

イス（会議室） 事務棟１F 9 C

機　　　器　　　名
機器サイズ（W・D・H）

㎝
重量 行先 ランク 写真

F-1 蛍光X線分析装置 島津製作所
ＥＤＸ－９００ＨＳ
（PC,プリンタ含む）

１８０×１１０×１３５ 200 廃棄 －

K-9 超低温フリーザ
解析棟2F
SANYO

ULTRALOW ７５×９０×１８５ 180 廃棄 －

移設元所在 ・ サイズ（W・D・H）
mm

机上搭載機器名

移設元所在 ・ サイズ（W・D・H）
mm

机上搭載機器名

メ ー カ 名 ・ 機 種 名

採番
なし

廃棄機器リスト



新棟 １F平面図 

移転先平面図（全体） 

新棟 １F移設先拡大図参照 



新棟 ２F平面図 

新棟 2F移設先拡大図参照 



新棟 １F移設先拡大図 

新棟 ２F移設先拡大図 

移転先平面図（拡大） 

機械加工エリア 

SEM室 

電波試験室 

振動試験室 

機器分析・材料試験室 

精密測定室 

前処理室 

化学分析室 

機器分析室 

液体窒素発生室 
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